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「本邦の理学療法士における脳卒中リハビリテーションでの電気刺激療法のエビデ

ンスの利用および認識に関する調査」の研究説明書 

  

            

 日本物理療法研究会 

 

 

この説明書は「本邦の理学療法士における脳卒中リハビリテーションでの電気刺激療法の

エビデンスの利用および認識に関する調査」の内容について説明したものです。本研究は、 

日本物理療法研究会が主導となり、日本理学療法士協会の倫理委員会の承認を得て行なうも

のです。この計画に参加されなくても不利益を受けることは一切ありません。 

ご理解、ご賛同いただける場合は、研究の対象者として研究にご参加くださいますようお

願い申し上げます。 

 

① 研究倫理審査 

本研究は、日本理学療法士協会の倫理委員会の承認を得ております。 

 

② 研究責任者 

所属 西大和リハビリテーション病院 

氏名 中村 潤二 

 

③ 研究の目的および意義 

 脳卒中リハビリテーションにおいて、様々な治療モダリティのエビデンスや多くの診療ガ

イドラインが報告されており、意思決定における重要な情報となっています。診療ガイドラ

インの利用によりエビデンスに基づいた実践(Evidence-based practice; EBP)が促進される

一方で、臨床家が診療ガイドラインの推奨を実施する割合は必ずしも高くないという問題

（＝エビデンス診療ギャップ）が存在することも大きな課題として注目されています。 

諸外国では診療ガイドラインの利用や認識に関して示されていますが、本邦の理学療法士

を対象とした調査は非常に乏しく、エビデンス診療ギャップが生じている可能性がありま

す。 

本調査は、本邦の理学療法士を対象に、脳卒中リハビリテーションにおける電気刺激療法

の認識や実践の現状を明らかにし、今後のEBPの実践における啓発、教育に生かすことを目

的としています。 

 

④ 研究の方法および期間 

無記名による自己記入式質問紙を用いたインターネット調査Googleフォーム（Google

社）を使用します。アンケートへの回答をもって同意を取得する形となります。回答に

は、3ポイントまたは5ポイントのリッカート尺度を採用します。研究期間は配布日から

1か月以内とします。 

 



⑤ 研究対象者として選定された理由 

本研究では日本理学療法士協会に会員登録をしている理学療法士を対象としています。 

 

⑥ 研究対象者に生じる負担並びに予測されるリスク及び利益 

研究対象者には調査に協力する際の時間的制約が発生します。調査には約10分程度のお

時間がかかります。調査に協力いただいた場合にも謝礼金等のお渡しはございません。 

 

⑦ 研究が実施又は継続されることに同意した場合であっても随時これを撤回できる旨 

本研究では、同意撤回や中止の申し出があった場合にはデータを破棄して対応します。 

 

⑧ 研究が実施に同意しないこと又は同意を撤回することによって研究対象者等が不利益な

取扱いを受けない旨 

本研究への参加は自由意志によるものであり、研究に参加しなくても、不利益を被るこ

とはありません。 

 

⑨ 研究に関する情報公開の方法 

本研究の成果は、関連学術団体が発行する 学術論文と学術大会にて公表する予定で

す。 

 

⑩ 研究対象者等の求めに応じて、他の研究対象者等の個人情報等の保護及び当該研究の独

創性の確保に支障がない範囲内で研究計画書及び研究の方法に関する資料を入手又は閲

覧できる旨並びにその入手又は閲覧の方法 

本研究の計画書および資料についての入手・閲覧に関するご相談については、研究代表

者である中村潤二が対応します。説明書の最後に記載されているお問い合わせ先までご

連絡ください。 

 

⑪ 個人情報等の取扱い 

研究実施に係る情報を取扱う際は、 調査完了の時点で対象者の個人情報とは無関係の

番号を付して管理し、研究対象者の秘密保護に十分配慮します。研究の結果を公表する

際は、研究対象者を特定できる情報を含まないようにします。また、研究の目的以外

に、研究で得られた研究対象者の試料・情報を使用しません。 

 

⑫ 試料・情報の保管及び廃棄の方法 

研究期間中および終了後の情報保管場所として研究ノートとPCがあります。ノートと P

Cは鍵のかかるキャビネットで保管します。保管期間 は研究期間の5年後までとしま

す。情報・データの破棄については漏洩しないよう細心の注意を払います。研究ノート

等の紙情報についてはシュレッダーで裁断します。PCのデータベースについては、ハー

ドディスク内から完全に削除します 。 

 

⑬ 研究の資金源等、研究機関の研究に係る利益相反及び個人の収益等、研究者等の研究に

係る利益相反に関する状況 



本研究に関する資金提供はございません。また利益相反は無く、その点を利益相反管理

委員会に申告しています。 

 

⑭ 研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応 

研究に関する相談・質問は、研究代表者である中村潤二が対応します。ただし、本人以

外の個人情報に関する相談・質問については、回答できない場合があります。詳細は、

説明書の最後に記載されているお問い合わせ先までご連絡ください。 

 

⑮ 研究対象者から取得された試料・情報について、研究対象者等から同意を受ける時点で

は特定されない将来の研究のために用いられる可能性又は他の研究機関に提供する可能

性がある場合には、その旨と同意を受ける時点において想定される内容 

本研究では日本理学療法士協会に所属する理学療法士を対象に調査を行っています。研

究の結果によっては、理学療法士以外を対象にして同様の調査を行う可能性がありま

す。その際、比較対照のデータとして本研究で得られた結果を使用する可能性がありま

す。この場合、他機関へのデータ提供は行われず、本研究と同様の研究責任者が実施を

します。 

 

 

＜お問い合わせ等の連絡先＞ 

研究責任者 

日本物理療法研究会 

所属 西大和リハビリテーション病院 

氏名 中村 潤二 

電話：0745-71-6688（代表） 

E-mail：info@jsbapt.jspt.or.jp 

住所：〒693-0218 奈良県北葛城郡上牧町ささゆり台3-2-2 


